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研究成果の概要 

本研究では，複数の意思決定者が関わる状況において，望ましい解の計算やメカニズムを設計す

るためのモデリング手法とアルゴリズム設計手法の基盤構築を目指している．本年度は，以下の 3

つの主要な成果を得ることができた． 

1つ目の成果は，学生を学校へ割り当てるような状況を表す制約付きマッチングに関連するもので

ある．学生側にとって効率的な割り当ての特徴付けと，効率性を確認するためのアルゴリズム開発

を行った．特に，任意の効率的な割り当てが逐次独裁方式によって発見できるための必要十分条

件は，実行可能な割り当てがマトロイド構造をなすときであることを明らかにしました． 

2つ目の成果も制約付きマッチングに関するものであり，割り当てに乱数（くじ）を用いることができ

る状況において，効率性と公平性がどの程度両立できるかについて調査した．制約が分割マトロイ

ドという単純ケースでも，一般には両立ができない場合が存在することを示し，両立が可能な特殊

ケースをいくつか明らかにした． 

3つ目の成果は，両サイド（プレイヤーサイド・チームサイド）に選好があるチーム分けに関するもの

である．公平性，効率性，安定性の組み合わせについて，どの組み合わせならば両立可能で，ど

の組み合わせは両立不可能であるかを明らかにした．また，両立可能な組み合わせについては，

その条件を満たすチーム分けを発見するためのアルゴリズムを構成した． 
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